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研
究
目
的
　
わ
が
国
の
宗
教
者
と
し
て
、
全
国
広
く
に
見
ら
れ
る
の
は
、
神
社
祭
祀
を
司
る
神
職
と
、
寺
院
を
拠
点
と
し
て
葬
送
儀
礼
や
祖
霊
供
養
等
に
従
事
す
る
僧
侶
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
、
地
域
に
固
有
の
宗
教
者
が
共
同
体
や
個
人
の
た
め
に
祈
願
を
行
っ
て
き
た
。
東
北
地
方
の
イ
タ
コ
・
ゴ
ミ
ソ
、
富
士
や
伊
勢
の
信
仰
圏
で
活
動
し
た
御
師
、
四
国
の
太
夫
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
の
ノ
ロ
・
ユ
タ
、
及
び
各
地
の
巫
女
や
山
伏
．
禰
宜
ら
で
あ
る
が
、
本
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
前
近
代
よ
り
活
動
し
て
き
た
民
俗
的
な
性
格
の
強
い
宗
教
者
を
研
究
の
主
た
る
対
象
と
す
る
。
　
近
代
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
の
出
発
と
な
っ
た
の
は
、
民
俗
学
の
黎
明
期
、
柳
田
國
男
の
職
能
・
芸
能
民
に
つ
い
て
の
諸
論
考
で
あ
る
。
「
妹
の
力
」
〔
『
民
族
』
昭
和
二
年
三
月
〕
、
「
巫
女
考
」
〔
『
郷
土
研
究
』
大
正
二
年
三
月
～
三
年
二
月
〕
、
「
毛
坊
主
考
」
〔
『
郷
土
研
究
』
大
正
二
年
三
月
～
三
年
二
月
〕
、
「
俗
聖
沿
革
史
」
〔
『
中
央
仏
教
』
大
正
十
年
一
月
～
五
月
〕
、
等
、
大
正
～
昭
和
初
期
の
一
連
の
論
考
で
、
口
寄
せ
を
す
る
巫
女
の
ほ
か
、
芸
能
と
の
関
わ
り
も
深
い
漂
泊
・
遊
行
民
や
被
差
別
民
の
祈
禧
や
芸
能
、
工
芸
等
の
職
能
、
被
差
別
の
歴
史
や
社
会
背
景
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
例
を
引
い
て
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
『
日
本
の
祭
』
（
弘
文
堂
）
に
お
い
て
は
、
村
落
に
お
い
て
、
職
業
神
主
が
成
立
し
て
ゆ
く
前
段
階
と
し
て
、
神
事
舞
や
祈
禧
を
行
っ
た
舞
太
夫
等
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
さ
だ
き
ち
　
同
時
代
に
、
こ
う
し
た
領
域
に
関
し
て
大
き
な
寄
与
を
し
た
学
者
に
喜
田
貞
吉
〔「
つ
る
め
そ
（
犬
神
人
）
考
」
『
社
会
史
研
究
』
九
巻
四
号
～
六
号
、
大
正
十
二
年
（
一
九
一
一
三
）
、
等
〕
や
、
中
山
太
郎
な
ど
が
い
る
〔
『
日
本
巫
女
史
』
大
岡
山
書
店
、
昭
和
五
年
、
『
日
本
盲
人
史
』
成
光
館
、
昭
和
十
二
年
、
等
〕
。
特
に
柳
田
と
喜
田
と
の
間
に
は
、
シ
ュ
ク
（
夙
・
宿
）
や
オ
シ
ラ
神
な
ど
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
親
交
も
あ
っ
た
が
、
柳
田
の
研
究
は
彼
ら
が
訪
れ
、
時
に
あ
る
者
た
ち
は
定
住
し
た
村
落
か
ら
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
点
に
、
そ
の
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
よ
・つ
。　
戦
後
こ
う
し
た
、
遊
行
民
、
漂
泊
民
、
被
差
別
民
等
の
研
究
は
、
堀
一
郎
．
佐
々
木
宏
幹
・
宮
家
準
ら
宗
教
学
・
人
類
学
に
近
し
い
研
究
者
に
よ
る
研
究
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
女
性
史
・
部
落
史
・
地
方
史
等
、
民
衆
史
の
立
場
か
ら
の
芸
能
史
を
唱
え
た
林
屋
辰
三
郎
や
そ
の
門
弟
た
ち
の
研
究
に
よ
り
大
き
く
進
展
し
、
こ
の
十
年
で
は
、
近
世
史
の
立
場
か
ら
の
「
身
分
的
周
縁
」
の
関
心
よ
り
、
高
埜
利
彦
・
横
田
冬
彦
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
に
よ
り
活
発
な
研
究
が
進
め
ら
れ
、
体
系
化
も
試
み
ら
れ
て
い
る
〔
高
埜
利
彦
・
横
田
冬
彦
他
編
『
近
世
の
身
分
的
周
縁
』
全
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
1
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平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
、
等
〕
。
　
柳
田
・
折
口
の
関
心
・
研
究
を
よ
り
直
接
に
継
承
す
る
立
場
と
し
て
は
、
福
田
晃
ら
伝
承
文
学
を
標
榜
す
る
研
究
者
の
ほ
か
、
砂
川
博
・
兵
藤
裕
己
ら
国
文
学
か
ら
の
研
究
、
特
に
職
能
・
芸
能
民
研
究
に
照
射
し
て
そ
の
可
能
性
を
探
求
し
よ
う
と
し
た
赤
坂
憲
雄
の
研
究
〔
『
漂
泊
の
精
神
史
ー
柳
田
国
男
の
発
生
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
〕
な
ど
が
あ
る
。
　
民
俗
学
に
お
い
て
は
、
萩
原
龍
夫
、
桜
井
徳
太
郎
ら
民
間
信
仰
・
民
俗
宗
教
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
中
心
的
な
課
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
柳
田
の
研
究
対
象
が
、
そ
の
中
・
後
期
以
降
、
村
落
に
お
い
て
住
民
の
大
部
分
を
占
め
る
「
極
く
普
通
の
百
姓
」
で
あ
る
「
常
民
」
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
深
く
関
係
し
て
い
よ
う
。
戦
後
、
県
、
市
町
村
の
自
治
体
誌
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
民
俗
調
査
団
が
編
成
さ
れ
、
独
立
し
た
民
俗
編
の
刊
行
も
通
常
の
こ
と
と
な
り
、
そ
の
多
く
に
民
俗
学
研
究
者
が
執
筆
、
編
纂
に
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
民
俗
編
に
、
町
村
を
去
来
す
る
（
し
た
）
職
能
民
や
そ
の
職
能
が
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
宗
教
者
の
祈
禧
の
た
め
の
諸
儀
礼
は
、
芸
能
と
し
て
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
が
多
い
。
芸
能
と
は
一
口
で
言
え
ば
、
歌
舞
・
言
語
・
器
楽
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
身
体
・
音
声
の
表
現
で
あ
る
。
祭
祀
の
場
と
は
、
共
同
体
が
（宗
教
者
を
介
し
て
）
神
仏
に
祈
願
を
行
う
空
間
で
あ
る
が
、
芸
能
は
、
あ
る
場
合
に
は
神
仏
に
捧
げ
ら
れ
る
供
物
と
な
り
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
、
降
臨
し
た
神
仏
が
意
志
を
示
す
表
現
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
。
本
共
同
研
究
は
、
宗
教
者
・
芸
能
者
に
よ
る
儀
礼
や
芸
能
が
、
共
同
体
の
秩
序
維
持
を
目
的
と
す
る
祭
祀
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
か
、
ま
た
神
・
仏
・
精
霊
と
交
感
し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
宗
教
者
・
芸
能
者
の
能
力
や
世
界
観
と
、
こ
れ
が
社
会
に
受
容
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
た
環
境
・
背
景
等
の
実
態
と
特
質
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。
　
研
究
が
細
分
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
深
化
を
見
て
い
る
が
、
列
島
の
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
諸
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
近
現
代
へ
の
伝
承
、
変
容
と
、
そ
の
淵
源
と
見
倣
さ
れ
る
中
・
近
世
期
の
実
態
に
つ
い
て
、
民
俗
学
・
歴
史
学
、
両
研
究
者
の
協
業
に
よ
っ
て
追
求
す
る
こ
と
が
、
本
共
同
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
皿
研
究
組
織
赤
嶺
政
信
梅
野
光
興
神
田
よ
り
子
林
　
淳
福
持
昌
之
堀
内
　
眞
松
村
和
歌
子
渡
辺
伸
夫
上
野
和
男
内
田
順
子
小
池
淳
一
常
光
　
徹
松
尾
恒
一
琉
球
大
学
　
法
文
学
部
　
本
館
客
員
教
授
（
二
〇
〇
三
年
度
）
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
敬
和
学
園
大
学
　
国
際
文
化
学
科
愛
知
学
院
大
学
　
文
学
部
愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室
富
士
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
春
日
大
社
昭
和
女
子
大
学
　
文
学
部
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
〔ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
〕
井
上
隆
弘
川
崎
史
人
菊
池
邦
彦
森
本
仙
助
皿
　
経
過
研
究
部
研
究
部
研
究
部
研
究
部
研
究
部
民
俗
芸
能
学
会
会
員
昭
和
女
子
大
学
中
高
部
東
京
都
立
航
空
工
業
高
等
専
門
学
校
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
〔平
成
十
五
年
度
〕
◇
第
1
回
研
究
会
八
月
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
2
松尾恒一［共同研究の経過と概要］
　
　
本
共
同
研
究
に
お
け
る
各
分
担
者
の
研
究
の
構
想
、
研
究
史
と
現
在
の
課
題
◇
第
2
回
　
九
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
堀
内
眞
　
　
　
「
富
士
講
成
立
以
前
の
富
士
信
仰
」
　
　
松
村
和
歌
子
「御
神
木
榊
に
ま
つ
わ
る
春
日
祠
官
の
儀
礼
」
　
　
林
淳
　
　
　
　
「
神
事
舞
太
夫
と
梓
神
子
」
　
　
渡
辺
伸
夫
　
　
「
対
馬
の
神
子
と
法
者
の
儀
礼
」
◇
第
3
回
　
一
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
赤
嶺
政
信
　
　
「
沖
縄
の
村
落
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
　
　
神
田
よ
り
子
「
修
験
道
所
属
神
子
の
儀
礼
と
身
体
観
」
〔乎
成
十
六
年
度
〕
◇
第
1
回
　
七
月
二
十
八
～
二
十
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
梅
野
光
興
　
　
「
い
ざ
な
ぎ
流
、
弓
祈
祷
と
四
季
の
歌
」
　
　
松
尾
恒
一
　
　
「
報
告
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
文
献
資
料
、
明
治
～
昭
和
期
」
　
　
松
村
和
歌
子
「
春
日
に
お
け
る
祓
と
春
日
社
神
人
」
◇
第
2
回
　
一
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
　
　
小
池
淳
一
　
　
「
高
知
県
本
川
神
楽
の
呪
法
と
系
譜
」
　
　
松
尾
恒
一
　
　
「
調
査
報
告
、
い
ざ
な
ぎ
流
取
り
上
げ
神
楽
」
　
　
福
持
昌
之
　
　
「
奴
振
り
の
芸
能
の
身
体
と
社
会
」
◇
第
3
回
　
二
月
二
十
三
～
二
十
五
日
　
於
琉
球
大
学
　
　
赤
嶺
正
信
　
　
「
イ
ザ
イ
ホ
ー
再
考
」
〔平
成
十
七
年
度
〕
◇
第
1
回
　
七
月
二
十
四
日
　
　
澤
井
真
代
　
　
「
来
訪
神
の
こ
と
ば
を
聴
く
こ
と
の
働
き
ー
石
垣
島
川
平
マ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
」
　
　
内
田
順
子
　
　
「
伝
承
と
身
体
ー
見
え
る
他
者
と
す
る
他
者
ー
」
　
　
川
崎
史
人
　
　
「
現
代
を
生
き
る
ネ
ー
シ
ー
島
と
都
会
の
狭
間
で
ー
」
◇
第
2
回
　
十
月
一
日
常
光
徹
　
　
越
智
三
和
　
　
堀
内
眞
　
　
大
東
敬
明
　
　
森
本
仙
助
◇
第
3
回
　
　
菊
池
邦
彦
　
　
井
上
隆
弘
◇
第
4
回
「
後
手
の
呪
法
ー
富
山
県
下
村
・
賀
茂
神
社
の
御
田
植
祭
の
事
例
か
ら
ー
」
「伊
予
神
楽
の
資
料
と
現
在
」
「富
士
講
と
「
御
伝
」
、
登
拝
」
「南
都
寺
院
に
お
け
る
中
臣
祓
」
「春
日
に
お
け
る
祓
実
践
と
神
道
研
究
」
　
　
　
一
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
　
　
　
　
　
「富
士
講
ー
庚
申
延
年
に
関
わ
る
歴
史
と
資
料
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
「
三
信
遠
に
お
け
る
死
霊
祭
儀
と
身
体
」
　
　
　
二
月
四
日
～
六
日
岩
手
県
宮
古
神
田
よ
り
子
「
岩
手
県
宮
古
、
黒
森
神
楽
の
歴
史
と
現
在
」
W
　
成
果
　
1
．
近
世
・
近
代
の
変
容
と
現
代
　
本
共
同
研
究
は
、
列
島
諸
地
域
に
お
け
る
民
間
宗
教
者
に
つ
い
て
、
民
俗
学
と
歴
史
学
と
の
先
端
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
両
研
究
者
の
協
業
に
よ
っ
て
追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
東
北
の
巫
女
・
修
験
、
富
士
吉
田
の
御
師
、
春
日
の
巫
女
・
神
人
、
四
国
の
太
夫
（
高
知
の
い
ざ
な
ぎ
流
、
愛
媛
の
太
夫
・
巫
女
）
、
対
馬
の
法
者
、
沖
縄
・
奄
美
地
方
の
ノ
ロ
、
及
び
、
近
世
期
の
神
事
舞
太
夫
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
分
担
者
に
よ
り
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
　
成
果
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
南
西
諸
島
を
除
い
た
列
島
の
全
域
で
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
近
世
期
の
吉
田
家
・
白
川
家
に
よ
る
神
道
化
の
中
で
、
大
き
な
変
化
、
変
容
を
経
て
、
現
在
へ
と
続
い
て
き
た
点
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
富
士
吉
田
の
御
師
の
場
合
、
そ
の
起
源
は
中
世
に
遡
り
、
密
教
・
修
験
的
な
祈
繍
を
行
っ
て
い
た
僧
体
の
宗
教
者
で
あ
っ
た
が
、
近
世
中
期
ま
で
に
、
有
髪
の
神
官
装
束
と
い
っ
た
姿
に
変
化
し
、
現
代
に
続
く
御
師
の
表
象
が
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
近
世
期
に
、
神
事
舞
太
夫
な
る
芸
能
民
的
な
3
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宗
教
者
が
、
神
職
と
競
合
す
る
祈
繍
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
神
道
が
次
第
に
優
勢
と
な
る
近
世
期
の
状
況
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
　
高
知
県
物
部
地
域
の
い
ざ
な
ぎ
流
が
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、
僧
侶
や
神
職
の
少
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
氏
神
や
家
の
神
祭
祀
を
行
う
と
同
時
に
、
病
人
祈
幡
な
ど
、
疫
神
・
動
物
霊
・
樹
木
霊
に
関
わ
る
祈
禧
を
行
い
、
さ
ら
に
葬
送
儀
礼
等
、
死
霊
・
祖
霊
の
祭
祀
に
も
関
与
す
る
、
と
い
っ
た
地
域
の
民
間
宗
教
者
の
姿
も
鮮
明
に
な
り
、
今
後
、
環
境
と
の
関
係
性
に
お
い
て
神
霊
観
念
や
祭
儀
の
空
間
認
識
の
究
明
へ
と
進
む
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
　
南
西
諸
島
の
例
と
し
て
は
、
沖
縄
久
高
島
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
ノ
ロ
に
つ
い
て
、
特
に
神
女
へ
と
就
任
す
る
祭
儀
で
あ
る
イ
ザ
イ
ホ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
た
。
従
来
、
地
域
的
な
民
間
宗
教
者
の
民
俗
行
事
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
理
解
さ
れ
て
き
た
イ
ザ
イ
ホ
ー
行
事
が
、
か
つ
て
は
琉
球
王
府
の
国
王
の
儀
礼
と
も
関
係
を
有
す
る
国
家
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
綿
密
な
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
悪
石
島
の
ネ
ー
シ
は
、
琉
球
地
方
と
本
土
と
の
中
間
的
な
性
格
を
有
す
る
女
性
宗
教
者
で
あ
る
が
、
大
阪
へ
の
転
居
と
帰
島
と
い
っ
た
現
代
的
な
情
況
に
お
か
れ
る
一
ネ
ー
シ
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
、
宗
教
者
と
し
て
い
か
に
現
代
を
生
き
て
い
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
　
2
．
地
域
と
民
間
宗
教
者
　
民
間
宗
教
者
と
そ
の
祭
儀
・
祈
禧
を
受
容
す
る
地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
主
に
民
俗
を
専
門
と
す
る
分
担
者
に
よ
る
、
実
践
の
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
行
い
、
考
察
を
深
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
　
富
士
吉
田
の
御
師
の
祈
薦
に
お
け
る
重
要
な
唱
え
ご
と
「
お
伝
え
」
は
、
一
方
で
、
講
の
人
々
も
所
持
す
る
例
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
御
師
が
布
施
・
金
員
等
を
受
け
て
少
し
ず
つ
段
階
的
に
伝
え
て
ゆ
く
実
態
や
、
御
師
段
階
で
は
、
冊
子
・
巻
子
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、
祈
幡
の
場
に
お
け
る
便
宜
よ
り
折
本
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
、
宗
教
者
よ
り
地
域
へ
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
際
の
変
化
1
、
民
俗
と
し
て
の
変
容
の
実
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
富
士
講
は
、
富
士
吉
田
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
関
東
・
中
部
地
域
ま
で
広
く
に
分
布
す
る
が
、
地
域
ご
と
の
差
異
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
講
の
形
態
を
と
ら
な
い
地
域
に
お
い
て
も
、
富
士
信
仰
に
基
づ
く
祭
儀
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
千
葉
県
八
日
市
場
市
地
域
で
は
、
七
歳
の
儀
礼
で
麻
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
富
士
袈
裟
を
起
源
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
。
講
”
以
前
の
富
士
信
仰
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
、
諸
事
例
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
”
講
”
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
富
士
信
仰
受
容
の
実
態
を
解
明
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
　
奈
良
春
日
社
の
神
人
は
、
春
日
社
の
諸
祭
儀
に
お
け
る
上
級
神
官
の
補
佐
的
な
仕
事
を
本
務
と
し
、
依
り
代
と
し
て
の
榊
を
立
て
る
こ
と
を
職
務
と
し
た
が
、
春
日
山
の
榊
を
切
り
取
り
、
立
て
る
こ
と
は
単
な
る
宗
教
的
な
行
為
で
は
な
く
、
春
日
社
神
人
の
特
権
で
あ
り
、
春
日
の
権
威
の
表
象
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
春
日
神
人
は
一
方
、
地
域
に
お
い
て
は
祓
を
主
と
す
る
祈
繍
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
祓
は
、
純
粋
に
神
道
的
な
も
の
で
は
な
く
両
部
神
道
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
棚
状
の
祭
壇
を
作
り
、
御
幣
を
並
べ
、
日
・
月
を
祀
る
陰
陽
道
的
な
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
実
態
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
両
部
神
道
の
研
究
は
こ
の
二
十
年
間
で
急
速
な
進
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
研
究
は
現
在
な
お
思
想
史
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
そ
の
実
践
と
し
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
共
同
研
究
で
は
、
東
大
寺
修
二
会
に
お
け
る
密
教
的
な
作
法
を
行
う
大
中
臣
祓
等
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
両
部
神
道
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
民
間
の
神
楽
等
に
も
両
部
的
な
要
素
が
指
摘
で
き
る
例
が
あ
り
、
今
後
、
両
部
神
道
の
民
間
宗
教
へ
与
え
た
影
響
、
そ
の
実
践
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
　
奴
振
り
は
、
近
世
期
の
大
名
行
列
の
祭
儀
を
構
成
す
る
重
要
な
見
世
物
で
、
大
名
と
い
う
支
配
階
層
と
奴
振
り
と
い
う
職
能
民
の
身
分
の
関
係
性
が
問
題
と
な
る
が
、
近
代
に
は
葬
祭
業
者
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
歴
史
文
献
、
伝
承
を
あ
わ
せ
て
研
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
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3
．
祭
儀
と
身
体
、
神
楽
と
死
霊
祭
祀
　
高
知
県
東
部
の
山
間
地
域
に
現
在
に
伝
承
さ
れ
る
民
間
宗
教
い
ざ
な
ぎ
流
は
、
か
つ
て
託
宣
を
と
も
な
う
病
人
祈
繍
と
し
て
の
弓
祈
薦
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
作
法
に
つ
い
て
、
文
献
と
現
在
に
伝
承
さ
れ
る
祈
禧
の
分
析
よ
り
復
元
的
に
実
態
を
解
明
し
、
神
霊
と
交
流
す
る
身
体
の
研
究
と
し
て
、
託
宣
の
祭
儀
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
　
先
行
研
究
の
少
な
い
本
川
神
楽
や
伊
予
神
楽
、
及
び
、
九
州
の
対
馬
に
お
け
る
法
者
に
つ
い
て
、
中
・
近
世
期
の
文
献
と
現
行
の
伝
承
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
宗
教
世
界
の
全
容
解
明
を
目
標
と
す
る
考
察
が
行
わ
れ
、
近
世
～
近
代
に
お
け
る
神
道
の
影
響
の
ほ
か
、
死
霊
祭
祀
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
ま
た
、
霜
月
神
楽
を
伝
承
す
る
静
岡
県
水
窪
地
域
に
お
い
て
、
神
楽
を
司
る
民
間
宗
教
者
た
る
禰
宜
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
死
霊
が
恐
れ
ら
れ
、
入
念
な
祭
祀
が
行
わ
れ
る
伝
承
も
紹
介
さ
れ
、
共
同
体
に
お
け
る
宗
教
者
の
存
在
を
考
え
る
上
で
の
新
た
な
視
座
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
　
な
お
、
三
信
遠
地
域
の
花
祭
り
で
は
、
か
つ
て
浄
土
に
見
立
て
た
「
白
山
」
で
の
擬
死
再
生
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
密
教
を
ベ
ー
ス
に
浄
土
思
想
・
信
仰
が
影
響
し
、
両
者
が
融
合
し
た
独
特
な
祭
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
い
ざ
な
ぎ
流
で
は
、
神
社
祭
祀
に
お
い
て
太
夫
の
霊
に
対
す
る
祭
儀
が
執
行
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
太
夫
の
死
霊
を
家
の
守
護
神
へ
と
転
じ
る
祭
儀
（
取
り
上
げ
神
楽
）
が
現
在
な
お
行
わ
れ
て
い
る
。
　
本
共
同
研
究
に
お
け
る
岩
手
県
黒
森
神
楽
の
共
同
調
査
で
は
、
神
楽
と
し
て
の
墓
前
に
お
け
る
獅
子
舞
や
、
家
の
祭
壇
の
位
牌
の
前
で
の
奏
演
等
、
祖
霊
供
養
の
神
楽
の
実
際
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
神
楽
と
死
霊
祭
祀
の
実
践
に
つ
い
て
、
列
島
諸
地
域
の
諸
事
例
を
さ
ら
に
集
積
し
、
分
析
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
　
民
間
宗
教
者
を
主
題
と
す
る
研
究
で
は
な
い
も
の
の
、
異
界
の
神
霊
と
交
感
す
る
呪
法
で
あ
る
「
後
ろ
手
」
に
つ
い
て
の
分
析
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
節
分
の
豆
を
拾
っ
た
後
に
、
穴
開
き
銭
と
と
も
に
紙
に
包
ん
で
、
体
を
さ
す
っ
た
後
に
肩
越
し
に
投
げ
る
、
と
い
っ
た
民
俗
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
辻
・
軒
と
い
っ
た
生
活
空
間
が
、
異
界
と
現
実
世
界
と
の
境
界
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
民
俗
学
に
お
け
る
通
説
と
も
い
え
る
が
、
さ
ら
に
、
異
界
へ
と
働
き
か
け
る
身
体
所
作
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
加
え
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
こ
れ
を
女
中
が
袖
で
受
け
四
辻
に
捨
て
、
さ
ら
に
拾
う
拾
い
屋
が
い
た
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
コ
肩
越
し
に
投
げ
る
」
作
法
は
、
稼
れ
の
除
去
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
同
体
外
へ
の
排
出
が
、
〔
家
族
↓
女
中
の
袖
↓
四
辻
↓
拾
い
屋
〕
と
い
う
よ
う
に
、
身
分
制
と
い
う
稼
れ
観
念
に
基
づ
く
身
体
認
識
の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
指
摘
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
民
俗
研
究
系
）
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